
地熱エネルギーは地球の恵み！ 

地球の体積の99％以上は1000℃以上です。中心の温度は6000℃に達します。 

地球内部の熱は，地球が誕生して40億年以上も絶え間なく地上へ流れ出し， 

私たちの利用を待っています。 

九州電力八丁原地熱発電所（大分県） 

八丁原バイナリー発電ユニットユニット  

出典：西日本環境エネルギー（株）HP 

地中熱利用冷暖房システム（九州大学） 大霧地熱発電所、出典：九州電力（株）パンフレット 

地熱エネルギーは温度に応じて多様な利用が可能です。 

地中熱利用冷暖房システム 

 夏は涼しくて、冬は暖かい地中の恒温

性を利用して冷房・暖房を行います。 

 

温泉やバイナリー発電利用 

 温泉に利用するだけではなく、高くない

温度でも発電できるように、水よりも蒸発

しやすい流体（ペンタンや水/アンモニア）

に熱交換し、タービンを回して発電するこ

ともできます。 

高温蒸気発電 

 地下から噴出する高温蒸気を利用して

タービンを回し、発電を行います。大霧

地熱発電所の近くの霧島温泉郷には、

約130もの源泉があり、変わることなく浴

用、給湯用、暖房等に利用されていま

す。 発電と温泉との共生は可能なので

す。 

15℃前後 80～100℃ 150℃以上 

筋湯温泉 

地熱エネルギーを理解する地熱エネルギーを理解する  
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2009.4.9 裏 

地熱エネルギーは地球の恵み！ 

地熱エネルギーは「できる」！地熱エネルギーは「できる」！  

国立公園内の資源賦存  
 我が国の火山に伴う有望な地熱資源は，

その82％が国立公園特別保護地区・特別地

域内にあり，その利用が制限されていま

す。地球環境問題とエネルギー危機という

時代の新しい局面に対応して，時代に即し

たエネルギー開発と自然景観保護の両立を

検討すべき時期にさしかかっています。20
世紀と21世紀の公園行政は同じではないの

では？ 

地熱発電の現状  
 世界では地熱エネルギー利用は重要な

温暖化対策の一つとして認識されていま

すが，日本では，2000年以降新しい発電

所の建設はなく，発電出力は534.24MW

と，うまくエネルギーを使い切っていま

せん。 

地熱と温泉との共生 
 一部温泉業界に，温泉への影響を危惧し

た地熱発電に対する強硬な反対がありま

す。その多くは理解不足や誤解によるもの

です。適切な規模の発電を行うことによっ

て地熱発電と温泉地との共生は可能です。

双方が満足するような国による解決の方向

づけを期待します。 

 温泉法の中での地熱井掘削に制約が強ま

るようであれば，別法令（地熱基本法）が

必要です。  

地熱エネルギーは二酸化炭素排出量が少ない、ベース電源となる豊富な国産エネルギーで
す。いま，その‘できる’力をどうやって引き出すかが我々に問われています。 
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 エネルギー問題を念頭に置きつつ低炭

素社会を目指すには，全ての自然エネル

ギーが総力を挙げて取り組む必要があり

ます。地域によって，得られる有利な自

然エネルギーの種類は異なります。エネ

ルギーの地産地消によって、競合でなく

うまく組み合わせて全体量を増やすこと

が大事です（図3）。地熱は’できる’自

然エネルギーとして一翼を担います。 
図4 2050年地熱発電シナリオ（日本地熱学会，2008） 

地熱発電促進のための三つの課題 

地熱発電のコスト 

 現在，資源が確認されているのに発電

に至っていない地域の地熱発電コスト試

算によると，9～22円/kWhと既存電源よ

りやや高い水準です。 

 地下資源特有の開発リスク・初期開発

コストが価格を引き上げていることへの

対処（補助金）が必要です。また，RPS

の対象とされる割合は1%未満です。この

あたりはFITも含め他の自然エネルギー

（新エネ）並みの扱いが必要です。 

 山間地に存在することの多い地熱資源

には，送電線建設費が大きな負担になっ

ています。 

 また，発電所建設リードタイムが米国

（平均4年）の倍以上と長く，余計な費

用がかかっています。リードタイムの短

縮のために，電気事業法の柔軟適用，環

境アセスメントの代替認定などの規制緩

和が効果的です。 

地熱基本法は，様々な懸案をまとめて解決する有効な手段です。 

図2 2007年自然エネルギーの電力量/設備容量比較 

  （日本地熱学会，2008） 

図3 2050年自然ｴﾈﾙｷﾞｰﾋﾞｼﾞｮﾝにおける地熱の貢献 

(JREPP,2008) 

地熱の再生性と特徴 
 地下深部から上昇してきたマグマから

放出し続けられる多量の熱は，地表に向

かって運ばれます。地表から浸透した雨

水等はこれにより加熱され，高温熱水(蒸

気)として地下の岩盤の割れ目や岩石の隙

間に貯えられています。これが地熱貯留

層です。この地熱貯留層にボーリングを

行い，蒸気をタービンに導いて電気を起

こします（図１）。 

 地熱発電は，天候に左右されない高い

設備利用率（70%)が特徴です（図2）。 

世界有数の地熱保有国日本 
 世界各国の地熱資源量はほぼ火山の個

数に比例します。日本の地熱資源量は

23,470MWと推定されており（産総研，

2008），世界の三大地熱資源保有国の一

つです。将来火山発電が実用化される

と，さらに大きい電力が得られます。 

  図1  （花野，2008;（原図）White,1967） 

自然エネルギーの中の地熱 

2050年地熱発電シナリオ 
 2050年自然エネルギービジョンでは，
2050年に12,228MWの発電が可能になるシナ
リオを描いています（図4）。最初はベー
スシナリオから，やがてベストシナリオ，
ドリームシナリオとペースアップしていき
ます。 

 そのためにはもちろん，上に挙げた課題
を一つづつ克服していくことが必要です。 
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